
［成果情報名］ミナミアオカメムシは三重県の農業地域のほとんどで越冬でき、定着する可能性がある 

［要約］ミナミアオカメムシは県内の農業地域に広域に分布拡大し、今後、北勢地域の中山間地域でも定着

する可能性がある。 
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［背景・ねらい］ 

ミナミアオカメムシは熱帯~亜熱帯に生息する昆虫で、国内では九州および四国、紀伊半島の一部地域

にのみ生息していたが、2000年以降分布域が拡大している。本種の分布拡大要因については、地球温暖化

の影響から越冬可能地域が拡大したことが指摘されている。三重県では、1980年代に紀州地域でのみ分布

が確認されていたが、2006年頃から伊勢平野でも分布が確認されるようになった。本種は主に穀類の子実

を加害する害虫であるため、分布が拡大することにより水稲、ダイズへの被害発生が懸念されている。そ

こで、三重県での本種の分布調査を行い分布域の変化を把握する。 
 

［成果の内容・特徴］ 

１．ミナミアオカメムシの分布調査は、コムギ、水稲、ダイズで広域に行うことができる。コムギでは越

冬世代の分布が把握でき、ダイズでは越冬前の第３世代の分布が把握できる。また、コムギとダイズ

で本種の分布調査を行うことで、1年間の分布の変化も把握できる（図１）。 
 
２．2012年から2014年にかけて、三重県におけるミナミアオカメムシの越冬世代の分布地点率は 1.9倍に

拡大し、第３世代の分布地点率は 1.2 倍に拡大した（表１）。2014 年には北勢地域の中山間地域でも

越冬世代が確認されており、今後、定着する可能性がある（図１）。 
 
３．伊賀地域では、ミナミアオカメムシ第３世代の分布は確認されるが、越冬世代の分布は確認されない

（表１）。年によっては伊賀地域に侵入してダイズ等で繁殖することもあるが、越冬できないことか

ら結果として定着していない。 
 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．コムギにおけるミナミアオカメムシ越冬世代の分布調査結果をもとに、冬期の気温条件と前年の本種

の発生量を説明変数とした本種の越冬可能地域の予測モデルを作成した。 
 

２．伊賀地域ではミナミアオカメムシが定着しておらず発生量も少ないが、ダイズでは近縁種のアオクサ

カメムシの発生が他地域よりも多いためカメムシ類に対する防除対策は必要である。 
 

３．地球温暖化の影響から、現在よりも暖冬傾向が顕著になる場合は、伊賀地域でもミナミアオカメムシ

が越冬し定着する可能性もある。 
 
４．ミナミアオカメムシの発生量も分布域の変化に影響を与えることから、防除により本種の発生量を低

減させることで分布域を縮小できる可能性もある。 




